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橋梁の長寿命化修繕計画が求められる背景と目的 
 背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【上里町が管理する橋梁の状況】 

①架設年代ごとの状況（橋長５ｍ以上の橋梁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②橋梁規模ごとの状況 

・上里町が管理する橋梁のうち 2ｍ以上（※１）の橋梁は、129橋ある。 

   ・このうち、5ｍ未満の橋梁は、86橋、5ｍ以上で 10ｍ未満の橋梁は、21橋、10ｍ以上で 15ｍ未満の橋梁

は、18橋、特に維持管理上重要となる 15ｍ以上（※２）は、4橋である。 

・1級町道橋は、全体の 17.8％に当る 23橋、２級町道橋は、全体の 10.1％に当る 13橋である。 

※１：国土交通省が橋梁として取り扱う最低橋長 

※２：橋長 15ｍ以上の橋梁は、耐荷力低下が生じ、対策が必要なった場合に復旧が大規模となるた

め、予防保全上重要とされている（優先的に対応すべき橋梁に位置づけられる）。 

 

 

 

 

 

 

 

目的 

 

 

 

 

 

 【アセットマネジメントとは】 

  ➣アセットマネジメントとは、資産（アセット）を効率よく管理・運用（マネジメント）することで、証券

や不動産業界でよく使われているものである。 

➣行政においては、町民からの税金を道路や橋の整備に投資するとき、効率的、効果的に、そして適切に配

分することで、より良い公共サービスとして還元することが重要となる。  

➣そのため、道路施設である道路（舗装）、橋も上里町（町民）の資産として捉え、道路構造物の状態を客観

的に把握・評価し、資産の状態を予測するとともに、いつどのような対策をどこに行うのが最適であるか

を考慮し、計画的かつ効率的に管理する（マネジメント）必要がある。 

 

 【アセットマネジメントで得られる具体的な効果】 

  ①計画的、効率的な橋梁管理 

   ➣点検結果を蓄積することで、劣化の進行を推定できる。 

   ➣補修履歴の蓄積により、ライフサイクルコストを最小化できる補修工法・時期の設定が図れる。 

   ➣最適な時期に最適な補修工法で補修を行うことにより、長寿命化、維持管理費を含んだライフサイクル

コストの縮減と平準化を図るための計画が策定できる。 

  ②アカウンタビリティの確保 

   ➣補修の必要性、これによる効果を定量的な情報を基に判断するため、説得力のある説明ができる。 

    ※定量的な情報とは、損傷度判定、劣化予測などの段階評価や数値評価を示す。 

 

 【ＰＤＣＡ型マネジメントサイクル】 

 

PLAN（今回策定） 

 長寿命化修繕計画の策定 

・橋梁点検要領を策定し、橋梁の状況を把握する。 

・損傷状況等により管理水準に対応した修繕の優先度を設定し、標準的

な方法による劣化予測と修繕費を基に、長期の予算シミュレーション

実施し、最適な長寿命化修繕計画を策定する。 

DO 

 橋梁のデータ整備 

修繕管理（日常点検、橋梁修繕） 

CHECK 

 橋梁の点検・健全度評価 

ACTION 

 劣化予測 

長寿命化修繕計画の見直し 

修繕（詳細調査・補修） 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

・橋梁の諸元、損傷状況をデータベースとして整備する。 

・長寿命化修繕計画に基づき、計画的な維持修繕を実施する。 

・維持修繕結果もデータベースに記録する。 

・橋梁点検を実施し、損傷状況の把握とデータを蓄積する。 

・損傷状況から橋梁の健全度を評価する。 

・蓄積したデータから健全度と経年の関係より劣化曲線を設定し、将来

の劣化時期を予測する。 

・健全度と管理区分に対応した管理水準を設定する。 

・設定した劣化予測や管理水準を基に長寿命化修繕計画の見直しを行う。 

・健全度を基に、必要な修繕（詳細調査・補修）を行う。 

■上里町では、土地改良や河川改修に伴い同時期に建設された橋梁が、将来まとまって修繕や更新時期を迎え

ることになり、多くの費用が必要となることで、財政圧迫、これに伴い維持・修繕・架替えに遅れが生じ、

町民の生活に大きな影響を及ぼす懸念がある。 

■上里町が管理する橋梁は、現在、129橋(2017.9 現在)であり、このうち、橋長 5ｍ以上の橋梁（43橋）で、

建設後 50年を経過する高齢化橋梁は、7橋であるが、20年後には、50年を超える橋梁が９割以上となり、

急速に高齢化橋梁が増加していくことが明らかである。 

■このような背景から、上里町では「橋梁長寿命化修繕計画」を策定することで、より計画的、効率的に橋梁

の管理を行い、維持・修繕・架け替えに係る費用を縮減し、予算を平準化して合理的で経済的な維持管理を

実施する必要がある。 

 

■道路管理者が道路交通の安全性を確保する上で，アセットマネジメントを導入することで、橋梁においては

これまでの事後保全型（事後対症療法的な対応）から予防保全型（計画的かつ、予防保全的な対応）に転換

を図り、橋梁自体の長寿命化によるコスト縮減を図る。 

■長寿命化修繕計画は、ＰＤＣＡ型のマネジメントサイクルで行い、より合理的・効率的な運用を実現する。 

第１回打合せ  

・業務内容の確認 

・実施方針の確認 

・課題の抽出 

第１回打合せ  

・業務内容の確認 

・実施方針の確認 

・課題の抽出 
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橋梁の長寿命化修繕計画が求められる背景と目的 
 対象橋梁 

 

 

 

  

 

対象橋梁としての取扱いについて 

 対象として取り扱う 対象として取り扱わない 備考 

橋長 

  橋長５ｍ以上のも

のを対象とする。 

カルバート 

  カルバートも対象

とするが、橋梁同

様に、橋長５ｍ以

上のものを対象と

する。 

 

 

計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆対象橋梁一覧 

 

 

※斜字は、河川改修時期、土地改良時期から推定した値である。 

※橋種の“鋼”は、鋼橋を、“PC”はプレストレストコンクリート橋を、“RC”は、鉄筋コンクリート橋を示す。 

第１回打合せ  

・業務内容の確認 

・実施方針の確認 

・課題の抽出 

■橋梁長寿命化修繕計画を策定する橋梁は、橋長２m以上（１２９橋）を対象とするが、本計画においては、

橋長５m以上を対象とする。（橋長２m以上５m未満については別途計画による。） 

5m以上 5m未満

5m以上 5m未満

土被り1m未満 土被り1m未満

5m以上 5m未満

土被り1m以上 土被り1m以上

暗渠として利用さ

れていないことが

明らか

暗渠、または暗渠

との区別が困難な

もの

5m以上 5m未満

5m以上 5m未満

土被り1m未満 土被り1m未満

5m以上 5m未満

土被り1m以上 土被り1m以上

暗渠として利用さ

れていないことが

明らか

暗渠、または暗渠

との区別が困難な

もの

5m以上 5m未満

5m以上 5m未満

土被り1m未満 土被り1m未満

5m以上 5m未満

土被り1m以上 土被り1m以上

暗渠として利用さ

れていないことが

明らか

暗渠、または暗渠

との区別が困難な

もの

5m以上 5m未満

5m以上 5m未満

土被り1m未満 土被り1m未満

5m以上 5m未満

土被り1m以上 土被り1m以上

暗渠として利用さ

れていないことが

明らか

暗渠、または暗渠

との区別が困難な

もの

第１回打合せ  

・業務内容の確認 

・実施方針の確認 

・課題の抽出 

■本計画の期間については平成２９年度から平成３３年度までの５カ年とする。 
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橋梁の長寿命化修繕計画が求められる背景と目的 
 
◆対象橋梁位置図 
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点検結果（対策区分） 

 

第１回打合せ  

・業務内容の確認 

・実施方針の確認 

・課題の抽出 

橋梁の劣化状況 
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予防保全による効果

（注）事業費は、モデルとした橋梁を対象に算出している。

また、調査・設計費は上記事業費に見込んでいない。

維持管理計画

■モデル橋梁（ＰＣ橋）でのＬＣＣを基に対象橋梁４３橋について、今後６０年間の予防保全

型による維持管理では、約３．２億円が必要と算出され、従来どおりの維持管理（事後保全

型：前項事後保全①のケース）では、約４．８億円が必要と算出された。

■予防保全型による管理を実施することで、約１．６億円(33％減)の費用縮減効果が期待でき
る結果となる。
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■橋梁の維持管理計画は、予防保全型によるものとし、優先度を設定し、年間予算のシナリオ

を計画し、運用する。

■優先度１（健全性「Ⅲ」）

・健全性「Ⅲ」は、道路橋定期点検要領にて、「道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、

早期に処置を講ずべき状態」とされているため、安全性の確保の観点から、優先的に補修を

行う。

・健全性「Ⅲ」の橋梁が複数ある場合の優先順位については、重要度（路線区分）が高い橋梁

から優先的に補修を行う。

・重要度（路線区分）が同じ橋梁が複数ある場合は、橋梁規模（橋長）の大きい橋梁から補修

を行う。

・補修対策を実施するタイミングにて、耐震性の確保を行う。

■優先２（５m以上の橋梁のうち、健全性「Ⅱ」）
・健全性「Ⅱ」の橋梁のうち、主要部材の健全性が「Ｃ１」に起因する損傷を優先する。

・健全性「Ⅱ」の橋梁が複数ある場合の優先順位については、重要度（路線区分）が高い橋梁

から優先的に補修を行う。

・・重要度（路線区分）が同じ橋梁が複数ある場合は、橋梁規模（橋長）の大きい橋梁から補

修を行う。

・補修対策を実施するタイミングにて、耐震性の確保を行う。

■優先３（５m以上の橋梁のうち、健全性「Ⅱ」）
・健全性「Ⅱ」のＭに起因する損傷は、道路パトロール等により対処する。

橋梁維持管理計画


